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読者の広場 
Q&A 
 

Q：「お酒や大気が誘起する鉄系超伝導？」 

 
A：2008年に発見された鉄系超伝導は、第二の高温超伝導体として期待されている 1)-3)。最近この

発見を契機に、新超伝導体の探索が活発に行われている。我々が注目しているのは、鉄系超伝導体

の中でもっともシンプルな結晶構造を持つ11系と呼ばれる物質である。図1に11系の相図を示す。
FeSeは超伝導体であり、常圧での Tcは 10 K前後であるが、興味深いことに高圧下では 37 Kまで
上昇する 4)-8)。一方、FeTeは、FeSeと結晶構造がほぼ同じであるにもかかわらず超伝導は示さず、
反強磁性体である。即ち、monoclinic相に入ると反強磁性磁気秩序が安定し、超伝導は発現しない
のである 9）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 鉄系超伝導体 11系の相図 

 
そこで、我々は FeTe の磁気秩序を抑制し
超伝導を発現させることに挑戦した 10）。まず、

硫黄 Sをドープした FeTeを固相反応法で作
成したところ、反強磁性磁気秩序が抑制され

ることが分かった。仕込量で 20 % Sをドー
プした FeTe0.8S0.2は、期待通り磁気秩序は消

失したが、超伝導は発現しなかった。ところ

が驚いたことに、一週間後、同じ試料を測定

したところ、試料は超伝導体になっているこ

とが分かった 11)。即ち、この試料は大気に暴

露することによって超伝導が発現したのであ

る。図 2に、磁化の温度変化を示す。大気暴
露時間が増加するにしたがい超伝導体積率が

増加することが分かる。 図 2 さまざまな大気暴露期間における 
磁化の温度依存性 
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この大気が誘発する不思議な現象を解明すべく、試料を酸素、窒素、水など、さまざまな環境に

置いて、超伝導発現の有無を調べた。その結果、室温では水分と酸素が共存するとき超伝導が発現

することが分かった 11),12)。その他の研究結果に鑑みて、水が触媒のような効果をもたらし試料に酸

素を送り届け、超伝導が発現したものと考えられる。さらに我々は、超伝導発現に有効な触媒を求

め様々な液体を試験した。例えば、水酸基 HO-を持つ液体は有効ではないかと考えメタノールやエ

タノールなどを用いたところ、期待に反して超伝導発現量は水と同程度であった 13),14)。 
そこで、お酒で同様の実験を行ってみた

13),14)。なぜならば、お酒も水エタノール水溶

液であり、お酒は酸素と反応する成分を含ん

でいるためである。実験に用いたお酒は、赤

ワイン、白ワイン、ビール、日本酒、ウイス

キー、焼酎の６種類であり、それぞれのお酒

と、純水、水エタノール混合溶液、無水エタ

ノールに試料を浸し、70度で 24時間保持し
た。得られた試料を磁化測定し、超伝導体積

率を見積もったところ、驚いたことに、赤ワ

インに浸した試料は、水エタノール混合溶液

の場合に比べて 6-7倍大きく、最も小さかっ
た焼酎でも 2-3倍もあった（図 3）。これらの
ことから、お酒に含まれる水エタノール以外

の不純物が、超伝導発現に寄与したことが分

かる。現在、お酒の成分を分析し、超伝導発

現の鍵となる物質の解明に取り組んでいる。 
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図 3  70 ℃ 24時間さまざまなお酒に浸した試
料の超伝導体積率 
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